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要旨 

 日本語にも中国語にも〈–化〉という形をとる単語が存在する。〈–化〉は接尾辞として造語能力が高く、

多くの分野で使用されている。しかし、むやみに造語しやすい。硬い単語と認識される〈–化〉はよく書

き言葉に使用されるが、これまで話し言葉における使用の現状を研究した先行研究はほとんど見当た

らない。また、日中で使われ方が異なるため、中国人日本語学習者にとって、負の転移により誤用し

やすい。そこで本研究では〈–化〉の日中対照を行う。 

日本語、中国語ともどちらかと言うと、〈–化〉の構造は〈二字漢語+化〉が多い。〈–化〉の前にくる前接

語は一般には名詞だと思われる。本研究は日中の話し言葉の〈二字漢語+化〉を対象とし、〈–化〉の前

接語が具体的にどのような特徴を持っているのかを詳しく考察した。また、両言語の〈–化〉を対照して、

共通点と相違点を分析した。 

具体的には国立国語研究所が開発した『日本語話し言葉コーパス（CSJ）』と北京語言大学が開発

した『BCC 現代漢語語料庫』を利用して、日本語と中国語の用例を検索した。コーパスから検索され

た用例の前接語は名詞、形容詞、動詞と副詞の四つに分類して考察した。使用については、〈–化〉を

名詞と動詞の二種類に分けて、具体的な例文をあげて考察した。 

前接語の 4 類の使用率から見れば、相違点について、日本語の話し言葉における〈–化〉の前接語

は、「名詞＞動詞＞形容詞＞副詞」の順に多いという特徴が浮かび上がった。名詞は〈–化〉の前接語

として圧倒的に現れやすいということがわかった。中国語の話し言葉における〈–化〉の前接語は「形容

詞＞名詞＞動詞＞副詞」の順に多いという特徴がある。形容詞は〈–化〉の前接語として圧倒的に現れ

やすいということがわかった。両言語の共通点としては、名詞以外に、形容詞、動詞、副詞が〈–化〉の

前接語になることが明らかになった。 

一方、使用上の共通点を探すと、話し言葉における両言語の〈–化〉には動詞および複合名詞の用

法がある。特に、複合名詞として使用される比率が高いことが明らかになった。日本語では動詞は他

動詞、自動詞、自他両用がある。動詞の前に「ヲ」を取るかどうかによって自他を判断する。中国語学

者は「及物動詞（jíwù dònɡcí）」と「不及物動詞（bùjíwù dònɡcí）」という用語を使って中国語の動詞を二

分する。動詞の後ろに直接、目的語を取るかどうかによって「及物」」「不及物」を判断する。自/他と及

物/不及物は似た用語である。日本語の〈–化〉には他動詞、自動詞、自他両用がある。中国語は「及

物動詞（jíwù dònɡcí）」と「不及物動詞（bùjíwù dònɡcí）」の用法がある。その点は共通する。相違点につ

いては、日本語では〈–化〉は動詞として他動詞の使用が多いが、中国語では自動詞と似た「不及物動

詞」が多い。日本語では〈深刻化、陳腐化〉など、自動詞として〈–化〉の前接語はマイナスイメージを抱

きやすいが、中国語では、自動詞と似た「不及物動詞」の〈–化〉の前接語は〈公式化〉のようにマイナス

イメージを抱くことはない。この点で、日中両言語において、同じ漢字で表記される接尾辞〈–化〉は対

照的な使われ方をしていると言える。 
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